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１．講義目的 
 
 都市空間政策の基礎として、都市計画制度、都市マスタープラン及び土地利用・施設配置計画の内容と策定技法、
地区の計画とデザインの枠組みと事例について学ぶ。 
 
２．講義項目 
 
◆都市空間政策概論第1｜都市地域計画論・基礎編 I｜木曜日6限・7限（8コマ） 

10/6 都市地域計画の基本 
・都市の構成要素と都市計画の基本的枠組み 
・土地利用と施設配置の計画を示す図 
・なぜ土地利用や施設配置の計画が必要なのか 

10/13 日本の都市計画の歴史と制度 
・土地利用・施設配置計画の歴史 
・現行の土地利用・施設配置計画制度 

10/20 マスタープランと分野横断型空間計画 
・圏域マスタープラン・都市計画区域マスタープラン 
・市町村の都市計画マスタープラン、分野横断型の空間計画の試み 

10/27 持続可能な都市の形態 
・コンセプト：「コンパクトシティ」、「間にある都市」、「パッチワーク・アーバニズム」ほか 
・市街地の類型とそれらの現状と趨勢 
・都市の構造や捉える枠組み：「スケルトン＆インフィル」 

 
◆都市空間政策概論第5｜都市地域計画論・基礎編 II｜火曜日6限・7限（8コマ） 

11/29 地区の計画とデザイン（枠組み編） 
・都市計画とまちづくりを捉える枠組み、空間計画制度の再編 
・都市計画・まちづくり分野の気候変動緩和・適応策 
・エコディストリクト（EcoDistricts） 

12/6 地区の計画とデザイン（事例編） 
・既成市街地のエリアマネジメント（名古屋市錦二丁目） 
・駅まち空間のデザイン（四日市市中央通り） 

12/13 学生による都市・地域計画の事例発表 
12/20 課題整理と討論 

 
３．成績評価方法 
 
 事例発表・討論への参加状況（12/13・20）と期末レポートにより評価する。なお、期末レポートは、講義中に
実施する事例発表・課題整理と討論に関わる内容とする。「都市空間政策概論第 1」のみ、または、「都市空間政策
概論第 5」のみの出席も可能とする。その場合は、成績評価や録画聴講の可能性について担当教員に相談すること。 
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